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終端し，化学的に不活性化した水素終端 Si 表面を基板として用いることで，Fe と Si の反応を抑制す
ることが試みられている.しかしながら，欠陥や不純物の少ない水素終端 Si 表面を作製することは困








 本論文は以下の 6章からなる． 
 
 第 1 章では，現代社会における薄膜の重要性と，半導体デバイスの微細化が進展するなかで顕在化
した金属薄膜における問題点について概説し，それらの問題解決には，金属薄膜の成長過程および金
属薄膜/基板界面の電子状態を原子レベルで解明することが必要不可欠であることを述べた．続いて，




 第 2章では，本研究で用いた STM の一般的な動作原理，および，STM観察において原子分解能が得ら
れる原理について，理論的な背景を元に述べた．加えて，試料の局所領域の電子状態を測定するための
STS の理論についても述べた．次に，本研究で Fe の蒸着基板として用いた H:Si(111)表面の作製方法
について述べ，その手法で作製した H:Si(111)表面が，従来の手法で作製された基板に比べて不純物お
よび欠陥が極めて少なく，高い品質を有していることを，STMを用いた原子分解能での実空間観察によ




 第 3 章では，Fe を室温で蒸着した H:Si(111)表面の STM 観察を行い，Fe 薄膜の成長初期過程を調べ






 第 4 章では，H:Si(111)表面上に形成された Fe クラスターの原子分解能 STM 観察を行い，その微視
的構造を調べた．Fe クラスターの高さ分布から，Fe は H:Si(111)表面上において成長のごく初期段階
から(111)配向した体心立方(bcc)構造で成長することが分かった．さらに，単原子層高さの Feクラス





 第 5 章では，Fe クラスターが形成された H:Si(111)表面の局所電子状態を，STS 測定により評価し
た．Fe クラスターの STS スペクトル中にはエネルギーギャップが観測され，クラスターのサイズが小
さいほどエネルギーギャプ幅が広くなったことから，この変化は量子サイズ効果によるものと結論付
けた．さらに，Si 基板表面上における Fe 薄膜の電子状態の光電子分光による測定結果との比較から，
Fe クラスターの STS スペクトルで観察されたフェルミ準位近傍の占有状態は，Fe の 3d 由来であると
結論付けた．また，非占有状態の STM 観察において，Fe クラスター周辺の H:Si(111)基板表面にくぼ
み構造を観察した．このくぼみ構造は，Fe クラスター/H:Si(111)界面でのショットキー接合の形成に




 第 6章では，本論文の各章における結論をまとめ，全体の総括を行なった． 
 




(111)配向した bcc 構造の Fe クラスターが成長することが分かった．さらに，STS による局所電子状態











が要求されている。なかでも、Si 基板表面上における Fe 薄膜の成長に関しては，最も一般的な
磁性金属/半導体系として、広く興味が持たれ、多方面から研究が進められている。しかしながら、



















いる。したがって、川口 諒 提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
 
